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謹んで新年の御挨拶を申し上げます。 

昨年は、富岡町や飯舘村で本格的な米づくりが７年ぶりに再開されるとと

もに、沿岸漁業において、海苔養殖や魚市場の「セリ」が再開されるなど、

原発事故からの復興に向けた「歩み」が確実に進んだ一年でありました。 

 また、将来の担い手として期待される新規就農者が平成２７年から３年連

続で 200 名を超え､桃や梨など農産物の輸出量が過去最高の実績となるな

ど､本県農業の未来に明るい希望を実感しております。 

 そこで、復興・創生期間の折り返しとなる平成 30 年度は、これまでの成

果と復興・創生期間後のステージの両方を見据えながら、『流通・販売の強

化』、『生産活動の拡大』、『生産基盤の整備』の３本を柱として、本県農

林水産業の再生と成長産業化に向けた取組をしっかり進めていく考えです。 

 いわき地方においては、昨年５月の「ふくしま。ＧＡＰチャレンジ宣言」以降、「いわき地方Ｇ

ＡＰ推進協議会」が中心となり、消費者や流通業者の皆さんの「確かな信頼」の確保に向け、ＧＡ

Ｐ認証取得の推進に積極的に取り組んでいただいているところであります。 

 また、県内の主要な日本梨の産地としてベトナムへの輸出に取り組まれ、味や品質などについて

現地で高く評価されるなど、「福島県産梨」のＰＲに多大な成果を上げていただいております。 

 県といたしましては、引き続き、安全・安心の確保や産地ブランド力の強化、輸出拡大に向けた

取組をしっかりと支援してまいります。 

 さらに、本年６月 10 日には、南相馬市で「第 69 回全国植樹祭」が、前日の９日には、いわき

市を会場に「第 47 回全国林業後継者大会」が開催されます。「林業後継者大会」は本県が発祥で

あり、全国各県を巡りいわき市において再び後継者の育成・確保に向けた本大会が開催されること

は、非常に意義深いものと捉えております。開催準備に万全を期すとともに、森林林業の成長産業

化に向けしっかり取り組んでまいりますので、皆様の変わらぬ御理解と御協力をいただきますよう

お願いいたします。  
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ふくしまからはじめよう。 

『食』と『ふるさと』新生運動ニュース 

 

 

 ラナンキュラスは、花弁の光沢と

柔らかさが魅力の初春の花です 

福島県農林水産部 
佐竹浩部長 
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インタビュアー：あけましておめでとうございます。2018 年を迎え、今年３月で東日本大震災か

ら７年経過となりますが、市の農林水産業の復興への取組を中心に、インタビューさせていただ

きたいと思います。村上部長、よろしくお願いいたします。 

 

質問１ いわき市の農林水産業の特徴（特産品等）を教えてください。 

村上部長：東北地方の最南端に位置し、太平洋に面したいわき市は、

夏涼しくて冬暖かく、日照時間も長い等、大変気候に恵まれていま

す。また、福島県の沖合は親潮と黒潮が交わり、プランクトンが集

まる「潮目の海」であり、好漁場として知られています。 

 そんないわき市は、美味しい農林水産物が豊富です。「ブランド

作目」のいちご、トマト、なし、ねぎの４作目をはじめ、とっくり

いもやいちじく、ブルーベリーなど２４作目を振興作目として指定

しています。また、シクラメン等の花き、水稲もさかんです。 

 水産物としては、カツオやサンマ等の回遊性の魚から、アンコウ、ヒラメ等の沿岸性の魚まで、

四季を通して多くの魚が水揚げされ、いわき市で水揚げされた水産物は震災前から「常磐もの」

として高く評価されていました。 

質問２ 震災からの復興をはじめとしたいわき市独自の取組を教えてください。 

村上部長：震災以降、福島第一原子力発電所事故の影響で、残念ながら福島県産の農産物は、取引

先や消費者から敬遠される事態となりました。また、消費者自身に安全・安心を判断していただ

くための「ありのままの」情報を発信することが必要となり、「いわき見える化プロジェクト」を

立ち上げました。平成２４年度からは、情報発信強化プロジェクトチーム「見せる課」を設置、

平成２８年度には「魅せる課」と名称変更し、いわき市農林水産業の風評払拭、そして魅力発信

に努めております。 

 また、平成２７年には新たに地域ブランドとして「常磐もの」を立ち上げ、県内はもちろん、

首都圏に向けても各種プロモーション事業を展開しております。PR 活動としては、JR 東日本の

山手線や京浜東北線等で実施している「トレインチャンネル」を活用したり、地方局「東京 MX

テレビ」で３０秒版のコマーシャルを流していただいたりと、首都圏への販路拡大のため、PR 活

動に取り組んでいます。 

 さらに、「農福商工連携事業（農業・福祉・商工業）」を立ち上げ、園芸特産物の振興というこ

とで、「いわきワイン」をつくっている NPO 法人 みどりの杜福祉会に市の未利用地を貸し出し

ています。これまでも、同法人が市内各地でブドウの栽培を行い、ワインを生産していましたが、

未利用地の活用によって、さらに１万本程のワインを増産できるぶどう畑と販売施設の整備につ

いて、６次産業化の推進を目的に、国の支援により行われようとしています。 

～いわき市の農林水産業復興の取組について～ 

いわき市農林水産部 

村上央部長 
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質問３ 2018 年を迎えて、いわき市としてどのようなことに取り組みますか。 

村上部長：今年、本格的に取り組んでいくものとしましては、木質バイオマスエネルギーの利活用

の検討や、昨年 10 月に東京都港区と、港区内の述べ床面積５千㎡以上の建築物に市の間伐材を

積極的に使用していただく協定を締結したことから、この協定に基づく林業のより一層の振興に

努めます。また、今年６月には、全国植樹祭の前日イベントである全国林業後継者大会が開催さ

れます。県と連携しながら、充実した大会となるよう全力で準備を進めているところです。 

 そして、食材の安全性や作業者の労働安全確保に関する認証制度でありますＧＡＰいわゆる農

業生産工程管理認証についてですが、本市では、５事業者が第三者認証ＧＡＰを取得している状

況です。海外輸出の促進や 2020 年に開催される東京オリンピック・パラリンピックに農産物や

水産物を提供できる可能性もありますので、市といたしましても、福島県や農業協同組合さらに

は、県漁連などの農業関係機関・団体と連携を図りながらＧＡＰ等の取得に向けた支援を行って

まいりたいと考えています。 

 しかしながら、2018 年の重点的な取組として一番に挙げられる

のは、これまでの取組を継続し、さらに充実させることだと思ってい

ます。最も大切な消費者の皆さんからの信頼を得るためには、継続し

た発信活動が必要だからです。特に、先に述べたように首都圏への

PR 活動に力を入れているので、今年は地域外への発信にますます力

を注ぎたいと考えています。 

インタビュアー：ありがとうございました。本年も、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

いわき市がスタートさせた風評被害対策プロジェクト「いわき見える化プロジェクト」の

一環として、「魅せる課」の職員が、復興に向けて奮闘する農林漁業者・観光業者の姿や、モ

ニタリング検査の様子、農林水産物や観光情報、復興に向けた本紙の取組などの情報を、親

しみやすい形で継続的に伝えていきます。 

→https://www.facebook.com/misemasuiwaki 

いわき中央卸売市場と公設地方卸市場の初市式が開催されま

した。初市式は、水産部、青果部、花卉部、関連事業者など４

部毎に行われ、開設者の清水敏男市長挨拶、菅波健いわき市議

会議長祝辞の後、市場の発展を祈念し、関係者による三本締め

で今年の初競りを祝いました。会場では、いわき市農業生産振

興協議会がＪＡ福島さく

らネギ部会の協力で、いわ

き市産ねぎを使った温か

いねぎ汁を振る舞い、参加者を暖めてくれました。  

また、青果部では、投げ餅が行われた後、威勢のよいかけ声

で野菜や果物等の宝船が競りにかけられ、初競りが活気強く行

われました。               （農業振興普及部） 

インタビュアー（左） 

当所地域農林企画課 国分 

face book「いわき市魅せる課」 

いわき中央卸売市場・公設地方卸売市場の初市式  〔１月５日（金）〕 

（青果部関係者による三本締め） 

（花き初競りの様子） 
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 当所主催のレシピコンテスト２次審査を、常磐共同ガス(株)キッチン

スタジオ「ステラ」（常磐湯本町）で開催しました。当コンテストは、

いわきの特産品の魅力を若い世代に伝え、若いアイディアでさらなる

魅力を発信することを目的に実施しており、第１回となる今回はいわ

き市内での生産が拡大しているトマトをテーマとしました。コンテス

トには、市内８高校から料理・スイーツ部門合わせて５７作品の応募

がありましたが、１次審査（書類審査）で各部門３作品を選抜し、６

組の高校生による調理・実食審査を行いました。 

 当日は、参加高校生とその家族、高校家庭科の先生方が開始前から集まり、会場は活気にあふれ

ました。開会式には来賓として清水いわき市長が訪れ、参加高校生を激励していただきました。 

開会式終了後、「ステラ」内には、参加高校生、審査員

とスタッフのみとなり、家族や先生方にガラス越しに見守

られながら、高校生は緊張しながらもデコレーションなど

の時間も配慮しながら一所懸命に調理していました。審査

員へ料理の自己ＰＲする姿に純粋な情熱を感じました。そ

の熱意が伝わったのか、審査員の表情からも本気が感じら

れました。 

 なお、審査結果は次のとおりとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第１回高校生レシピコンテスト（テーマ：いわき産トマト）グランプリ決定 

いわきの高校生が情熱あふれる料理・スイーツを作る！    〔１月２１日（日）〕 

グランプリ 

「トマトとマッシュルームの炒めもの」 

 

 

 

 

 

 

 

 

磐城第一高等学校 2 年 入澤 歩美さん 

特別賞（ワンダーファーム賞） 

「トマトのイタリアン風カップパスタ」 

いわき総合高等学校 2 年 根本 里音さん 

齋藤 真美さん 

特別賞（いわき FC パーク賞） 

「トマト鯛めし（南予地方の鯛めし）」 

磐城農業高等学校 2 年 北郷 涼夏さん 

伊藤 晴香さん 

小林 りおさん 

 

料理部門 
グランプリ 

「カラフルトマトのレアチーズ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

勿来高等学校 2 年 北郷 麗奈さん 

宮川 流果さん 

特別賞（ワンダーファーム賞） 

「Roll cake with Jewelry Tomatoes」 

湯本高等学校 2 年 横山 亜優奈さん 

         緑川 真果さん 

         小林 風優さん 

特別賞（いわき FC パーク賞） 

「フラガール」 

湯本高等学校 1 年 渋谷 菜々子さん 

         茂木 愛実さん 

スイーツ部門 

高校生に激励の言葉をかける 

清水いわき市長 

主催者あいさつ 

当農林事務所 森口所長 
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 表彰式では、賞状を授与した他、副賞として「いわき農林水

産業の特産品詰合せ３万円分」、「ワンダーファームのトマト大

箱２箱」、「いわきＦＣプレミアグッズ」等が贈られましたが、

結果発表時には、高校生だけでなくギャラリー側にもどよめき

が起こり、大人の方々からの関心の高さも感じられました。 

 審査員講評もいただき、「レベルが高く僅差の中で差を付け

るのが大変だった。」「調理する手際も慣れており良かった。」

「若い人たちの発想の豊かさを感じた。」「今でもウチの調理場

で働いて欲しいくらい。」など素晴らしい評価をいただきました。表彰式の最後には、常磐共同ガス

(株)より協賛として、参加した高校生全員へスパリゾートハワイアンズのペアチケットのプレゼント

もあり、会場全員が笑顔になったところで、マスコミ等の記念撮影、インタビューが実施され終了

しました。 

最後に、短期間でも様々

な工夫を練って作品を応

募いただいた市内高校

生・関係者の皆様に心から

感謝申し上げます。 

（企画部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テレビで見て！ 来て・味わって！ レシピコンテスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（調理審査の様子） 

株式会社ワンダーファーム 代表取締役            元木 寛 氏 

森のキッチン チーフシェフ    渡邉 和広 氏 

森のキッチン チーフパティシエ  半谷 克敏 氏 

いわきＦＣパーク     館長               鈴木 直樹 氏 

RED&BLUE CAFÉ 店長      山﨑 敦史 氏 

くさの根株式会社     代表取締役            新谷 尚美 氏 

いわき農林事務所     所長               森口 康弘 

審査員の皆さん 

（表彰式後に笑顔で記念撮影） 

（ワンダーファーム賞 作品） 

（いわき FC パーク賞 作品） 

グランプリ作品２点が、期間限定で次のレストラン・

カフェのメニューに加わります。ご賞味ください！ 

■期間：２月１０日（土）～１８日（日） 

■店舗：①ワンダーファーム「森のキッチン」 

（市内四倉町中島字広町 1） 

②いわきＦＣパーク「RED＆BLUE CAFE」 

（市内常磐上湯長谷町釜ノ前 1-1） 

グランプリ作品をお召し上がりください！ 

期間限定 

このレシピコンテスト実食審査の様子がテ

レビ放送されます！ 

■日時：２月２日（金）19：56～20：00 

■番組：KFB（福島放送） 

県政広報テレビ番組 

『Let’s チャレンジ ふくしま』 

※再放送：２月３日（土）5：35～ 

テレビ放送されます！ 

（表彰式後に笑顔で記念撮影） 
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いわき市内郷綴町にある(株)平木材市場において、買方や荷主

など林業･木材関係者約１００名が集まり平成３０年「初市」が

開催されました。式典では、平木材市場齋藤公男社長ほかによ

る新春の挨拶の後、参加者全員で乾杯が行われ、今後の平木材

市場の発展及び取引の活性化を祈念しました。 

市場内には、年末年始にかけて県内を中心に集められた素材

約 3，500ｍ3と製材品約 1，500m3が所狭しと並べられ、式

典後、今年最初の競りが開催されました。 

良質材が出てくる冬の時期ということもあり、いわき市内をはじめ県内外から集まった買方は、

熱心に競りに参加していました。素材価格は、昨年秋から好調のため、今後の山側からの旺盛な出

材につながることが期待されます。                      （森林林業部） 

いわきコメの会が食味官能試験を開催しました。会員が生産

した５品種計６点の米を、同一条件で炊きあげ、基準品との比

較による食味評価を行いました。 

評価は、香り、外観、味、食感の観点から実施し、試験の結

果、青木薫氏（三和町）のコシヒカリが最高得点となり、次点

は若松郁氏（渡辺町）のミルキークイーンでした。各会員は、

試験の結果をもとに、来年からの米づくりに向け、品種選定や

施肥管理について活発に意見交換を行っていました。 

（農業振興普及部） 

 東京国際フォーラムで開催された県主催の「FUKU 

FES2017～ふくしま大交流フェスタ」にブース出展し、いわ

き市の観光・物産の PR を行いました。 

 いわき市観光パンフレットを配布したほか、かまぼこなどの

「常磐もの」やサンシャイントマトを販売し、いわき産品の

PR も行いました。また、アンケートに回答していただいた約

150 名に、常磐ものの「カツオのフレーク缶詰」をプレゼン

トしたほか、移住相談や「遠野和紙体験」なども実施しました。 

イベントを通して、いわき市の魅力を首都圏在住者等に対し

て PR することができました。 

（いわき地方振興局） 

  

株式会社平木材市場の初市開催！         〔１月１１日（木）〕 

いわきコメの会が食味官能試験を開催      〔１２月２７日（水）〕 

（食味試験の様子） 

東京国際フォーラムで「FUKU FES 2017」に参加 〔１２月２３日（土・祝）〕 

（いわき市産品は完売しました！） 

（素材の競りの様子） 
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りんどうの収穫が本格化する次年度に向けて、計画的な需要

期出荷を目指すため、川前リンドウ生産部会員を対象に、個別

面談を行いました。当所職員が直接生産者の自宅を訪問し、今

年度の生産活動に関する反省点や次年度の目標、取組事項など

を聞きとるとともに、栽培管理上の改善点や、技術導入に関す

る提案と指導を行いました。 

生産者からは、「いやぁ～慣れない作業で大変だった」とい

う話の反面、「次の収穫はもっと販売本数を増やして儲けるぞ」

という意気込みを伺うことができました。次年度の現地指導等の活動も気を引き締めて全力でサポ

ートしてまいります。                          （農業振興普及部） 

本県水産物の「水産資源管理の推進」「風評払拭・販売拡大」

を目的に、今年度より県では水産エコラベル認証の取得を支援

しています。水産エコラベル認証は、公正な第三者である認証

機関が「持続可能で適切に資源が管理された漁業」を認証する

もので、国内版の MEL と国際認証の MSC があり、生産段階

認証（漁業者）、流通加工段階認証（主に流通加工業）、養殖

業の認証に分けられます。 

このうち、福島県漁連が申請した MEL（生産段階認証）現

地審査が 12 月 6 日と 7 日に行われました。現地審査は、MEL の審査員が 3 つの審査要件「管理

体制に関する要件」、「対象資源に関する要件」、「生態系への配慮」を踏まえたチェックシート

に基づいて漁業者、漁協等の関係者へ質問する面接方式で行われ、関係者の水産資源管理への理解

が深いこともあり、滞りなく終わりました。 

今回審査を受けた MELの生産段階認証は今年度内の取得を目指しており、県では継続的な支援を

行う予定です。                               （水産事務所） 

 

 

●ＭＳＣ：Marine Stewardship Council 

 事務局：Marine Stewardship Council（海洋管理協議会） 

 設立：１９９７年   本部：イギリス（ロンドン） 

 活動目的：「海のエコラベル」認証制度を通じて、持続可能な漁業の 

      普及に向けた取組を行う。 

●ＭＥＬ：Marine Eco-Label 

 事務局：（一社）マリン・エコラベル・ジャパン協議会 

 設立：２０１６年   本部：日本 

 活動目的：「MEL ジャパン」認証制度を通じて、水産資源の持続的 

      利用や生態系の保全を図るための資源管理活動を推進する。 

りんどう生産者の個別面談        〔１２月２１・２２日（木・金）〕 

（面談の様子） 

水産エコラベル現地審査          〔１２月６・７日（水・木）〕 

（現地審査の様子） 

MELとMSCについて 
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いわき市漁協沼之内魚市場にて今年の初水揚げがありまし

た。あいにくの悪天候のため、出漁船は勿来支所の底びき網

船８隻のみでしたが、マダコやヒラメ、カレイなど約２トン

が水揚されました。 

 入札前に、いわき市漁協の江川組合長から挨拶があり、今

年は試験操業をより前進させたいとの意気込みが述べられ、

仲買人や選別作業に来た漁業関係者に対し、みかんが振る舞

われました。 

 漁獲量は、海上が時化模様だったこともあり少な目でした

が、大型のヒラメが多数水揚げされました。単価は年末に高

騰したヒラメで、最高値の 3，000 円/kg が付きましたが、

全体としては 11 月並みの単価に落ち着きました。 

 翌日の 10 日には前日出漁出来なかった底びき網漁船５隻

に加え、小型船 54 隻が約２トンを水揚げしました。釣りで

はヒラメを、カゴではマダコを水揚げしました。マダコは今

期豊漁で、単価も上々です。        （水産事務所） 

いわき市森林組合主催による林業労働安全衛生講習会が、中

央台公民館で開催されました。この講習会は、いわき市森林組

合が林業労働災害の未然防止のため毎年開催しており、組合職

員や作業班、関係事業体など８０名が参加しました。 

はじめに、主催者の田子代表理事組合長より「平成 29 年は

無事故・無災害で事業を終えることができた。日頃から、一人

一人が安全衛生に心掛けた結果であり、引き続き新年も無事

故・無災害を継続して欲しい。」との挨拶がありました。 

 次に、いわき労働基準監督署安全衛生課後藤課長から「林業労働災害防止対策について」の講話

並びに東北電力株式会社いわき営業所佐々木安全主査より「送、配電線付近での伐採作業の留意点

について」の講話があり参加者は熱心に聴講され、最後に全員で「ゼロ災でいこう」を唱和し、講

習会は終了しました。 

 林業の作業環境は、現場条件が一様でないため、労働災害の発生頻度が高く、重大事故になる傾

向があります。講習会終了後、参加者から「安全作業の重要さを改めて認識した」との声も聞かれ、

林業労働災害未然防止への意識の向上が見られました。県においても、安全パトロール等を通じて、

労働災害の未然防止に積極的に取り組んでいくこととしています。        （森林林業部） 

 

  

平成３０年初漁（沼之内魚市場）について      〔１月９日（火）〕 

（初入札の様子） 

（入札されたマダコ） 

「平成 30 年いわき市森林組合林業労働安全衛生講習会」開催  〔１月１２日（金）〕 

（田子代表理事組合長挨拶） 



 

- 9 - 

地元で土と人々のふれあいを大切に、笑顔の輪を広げています。
大和田自然農園 大和田智恵子さん、娘・増田笑さん 

 

すべて手作り！“自然”を生かした体験型農園 

智恵子さん：大和田自然農園では、ブルーベリー栽培や水稲を

中心に、様々な作物を栽培しています。私たちの農園は、“自

然”ありのままの姿を大切にし、農薬・除草剤不使用での栽

培、ハウスもピザ焼き体験の石釜も全て手作りにこだわって

います。平成２８年には、開園１５周年を迎え、これまで関

わりのあった多く方を招待して記念式典も開催しました。私

たちは、こういったつながりを大切にしたいと考えていて、

実際に農園に足を運んでいただき、ブルーベリーの摘み取り

やピザづくり、芋掘りなど様々な体験を通して、自然を実感

していただいたり、地域のつながりが生まれていく場にした

いと思っています。 

 

子どもの頃からやっぱり、農業が好き 

笑さん：小さい頃から、両親の手伝いで農業に慣れ親しんできたので、自然に囲まれて仕事をする

ことが大好きです。いずれは農業をしたいと考えていたので、約４年前の結婚を機に、事務の仕

事を辞めて就農しました。農業は、太陽の下で汗を流しながら作業をしたり、天候によってその

日の作業を考えたり、屋内での仕事とは違った楽しさがあって、大きなやりがいを感じられます。 

 

SNS を活用して生まれた“つながり” 

笑さん：カメラが趣味だったこともあり、Facebook などの

SNS を活用した情報発信に力を入れています。また、SNS

の情報網を利用して、作物の収穫等のボランティアを募っ

ています。一般の方で農作業をしてみたいと手を挙げてく

ださる方は思った以上に多く、夏休み中の子ども達とお母

さんなど、今年だ

けで数十名の方

に参加していた

だきました。ボラ

ンティアの方には、好きなタイミングで自由に参加し

ていただき、農業を通してできる新たな“つながり”

を大切にしたいと思うんです。 

  

インタビューにご協力いただいた 

大和田 智恵子さん（右）と 

娘の増田 笑さん（左） 

 

ご主人の大和田 雅夫さんと３人で 

協力しながら、農園を運営しています。 

（芋掘り体験） 

（収穫したブルーベリーでピザづくり体験！） 
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今後の展望は･･･身近で、地域の活力となる農園を 

智恵子さん：今後は、規模を拡大していくというより、ありのままの自然をみなさんに体験してい

ただいたり、人と人とのつながりを広げて

いったり、身近で自然体の農園を目指した

いと思っています。娘と思い描いているの

は、手作りの農園カフェを開くことです。

自然あふれる美味しいものを食べながら、

よりみなさんと交流を広げ、地域の活力に

もなるような場をつくることが夢です。 

 

農業に男女は関係ない。女性として、おしゃれも農業も楽しむ 

笑さん：平成２８年から、ふくしま農業女子ネットワークに

入会していますが、いわきには女性農業者が少ないように

感じています。私は、農作業で力仕事もトレーラーの運転

もしますし、農業に男女は関係ないと思っています。むし

ろ、これからの農業には、女性ならではの新しい視点やコ

ミュニティが必要になってくると思います。おしゃれも農

業も楽しみながら、互いに共感し、協力しあえるような女

性のみなさんが、いわきにも増えていくことを願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大和田自然農園 
【ブルーベリー摘み取り・ピザづくり体験（土日限定・要予約）】 

７月中旬～８月 

この時期に、SNS で農作業ボランティアも募集します。 

【お問い合わせ】 

TEL：0246-36-2591 Mail：oowada.nf@gmail.com 

所在地：いわき市好間町北好間字山崎 44 左から、甘酒「久保姫の舞」、「さくさくキ

ャンディ」、好間町久保地区のコシヒカリ

「久保姫の舞」、「ブルーベリードリンク」 

各種商品も販売中！ 

↑ Facebook：https://ja-jp.facebook.com/berryfarmiwaki/ 

→ Instagram：https://www.instagram.com/oowada.nf/ 

 

（農園を通したたくさんのつながりを大切に） 

大和田自然農園で開催された「Fuku がぁ

るのアグリガーデン」にて、ふくしま農業

女子ネットワーク会員のみなさん 
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（表）海産魚介類に関する国の出荷制限等指示 

□ 農林畜産物の検査結果 

 平成２９年１２月の農林畜産物モニタリングでは、検査した１０品目２６検体すべてにおいて放射性セシウ

ムは基準値（100Bq／kg）を超えたものはありませんでした。 

 内訳は（表１）のとおりです。また出荷制限状況は（表２）のとおりです。          （企画部） 

 

 

□ 海産魚介類の検査結果 

平成 29 年 12 月の水産物モニタリング検査では、826 検体

の魚介類を検査し、放射性セシウムの基準値（100Bq/kg）を

超えたものはありませんでした。 

 放射性セシウムの検出限界値未満（以下、ＮＤ）の割合は、平

成 29 年 12 月には 99.2％となっています。12 月 31 日現在の

出荷制限等指示魚種は（表）の 10 種類になっています。 

（水産事務所） 

 

 

 

 平成３０年６月１０日（日）に開催される第６９回全国植樹祭ふくしま２０１８大会のテーマソ

ング「福ある島」が昨年１１月に発表されました。 

 福島県にゆかりのあるボーカルグループ「GReeeeN」が制作した「福ある島」はふるさと福島へ

の想いがあふれた楽曲で、現在、YouTube に short ver.がアップされています。 

また、いわき合同庁舎においても楽曲の放送を行っていますので、ぜひお

立ち寄りください（毎週水・金曜日正午より）。 

 

「福ある島」（short ver. ）の YouTube 動画はこちら 

 →https://www.youtube.com/watch?v=0C2rA8k66_o 

「福ある島」の歌詞はこちら 

→https://www.uta-net.com/song/240078 

 

 

 

制限、自粛 区  分 品  目 

出荷制限 

山 菜 
たけのこ、ぜんまい、たらのめ（野生のものに限る）、

わらび（野生のものに限る※）、こしあぶら 

きのこ 原木なめこ（露地）、野生きのこ（摂取も制限） 

出荷自粛 

山 菜 さんしょう（野生のものに限る） 

果 物 クリ（該当生産者に限る） 

いわき地方の農林水産物モニタリング検査結果（平成２９年１２月分） 

ウミタナゴ   サクラマス   ムラソイ 

カサゴ     シロメバル   ビノスガイ 

キツネメバル  スズキ 

クロダイ    ヌマガレイ 

 

（表２）出荷制限および出荷自粛品目（１２月末現在） （表１）放射性セシウムが基準値以下の 

品目と検体数 

 
ダイコン １、ハクサイ １、ギンナン １、

ネギ １、シュンギク（施設）１、イチゴ

（施設）１、トマト（施設）１、葉ネギ

（施設）１、菌床しいたけ（施設）５、

菌床なめこ（施設）４、牛肉 ３、原乳 ４ 

平成２９年１２月３１日現在 

お知らせ 

全国植樹祭テーマソングが決定しました！ 

キビタン 

（植樹祭バージョン） 

※わらび（栽培）は平成２９年９月１１日に該当生産者に限り出荷制限解除されました。 

https://www.youtube.com/watch?v=0C2rA8k66_o
https://www.uta-net.com/song/240078
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 ６月９日（土）にいわき市で開催される「第４７回全国林業後継者大会」の一般参加者を募

集しています。当大会は、翌日１０日に南相馬市で開催される「第６９回全国植樹祭」の関連

行事で、林業振興や若手林業者育成を目的に、林業関係者による活動発表やパネルディスカッ

ション等が行われます。入場無料で、参加者には記念品の贈呈もありますので、下記によりぜ

ひお申し込みください。 

■日 時：平成３０年６月９日（土）13：30～16：30 

■会 場：いわきアリオス 大ホール 

■主 催：福島県林研グループ連絡協議会、全国林業研究

グループ連絡協議会、いわき市、福島県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チラシは、大会ホームページ（http://www.pref.fukushima.lg.jp/site/47rinkoukeisya/）からダウ

ンロードしていただくか、いわき市林務課（市役所本庁舎４階）、県いわき農林事務所森林林業部（いわ

き合同庁舎３階）でも入手できます。  

第４７回全国林業後継者大会 一般参加者募集中！ 

☆参加のお申し込みについて☆ 

 

締め切り 

２月２８日（水） 
 

申し込み方法 

チラシ裏面の申込書にご記入の

上、持参、郵送又は FAX でお送

りください。 

 

あて先・お問い合わせ 

第４７回全国林業後継者大会 

福島県実行委員会 事務局 

（福島県林業振興課） 

 

〒960-8670 

福島県福島市杉妻町２番１６号

（西庁舎６階） 

 

TEL：024-521-7426 

FAX：024-521-7908 

 

林業後継者だけで

なく、林業に関心の

ある方・どなたでも

参加できます！ 
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いわき農林事務所 農業振興普及部 

TEL：0246-24-616０ 

お問い合わせ

先 

 

「新規栽培セミナー いちご・ねぎ・なし」 受講者募集中！ 

【いちご】日 時：平成３０年２月 ６日（火） 
13：30～16：00 

場 所：JA 福島さくら夏井支店 

【ね ぎ】日 時：平成 30 年 2 月 6 日（火） 

9：30～12：00 

場 所：JA 福島さくら夏井支店 

【な し】日 時：平成 30 年 2 月 16 日（金） 

13：30～16：00 

場 所：上平窪集会所 

 

 

 

「いちご」「ねぎ」「なし」の栽培に興味をお持ちの

方を対象に、新規栽培セミナーを実施します。各品目

の栽培技術から販売状況、各団体の営農支援まで学べ

る内容となっています。皆様の農業への興味をカタチ

にしていきませんか？ 

 

イベント情報 

主 催：新たなふくしまの未来を拓く 

園芸振興いわき地方推進会議 
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第三者認証ＧＡＰ取得に向けた研修会・相談会を開催しました 

１月１０日（水）に、JA福島さくらいわき地区本部にて、「第３回第

三者認証ＧＡＰ取得に向けた研修会・相談会」を開催し、２２名の生産者

および関係機関・団体が参加しました。 

 研修会では、田村地域のトマト生産部会事務局を担当するJA福島さく

らたむら地区本部の新田耕弘氏から、同部会のＪＧＡＰ団体認証に向けた

取組事例について講演をいただきました。また、農林事務所より、水稲で

の第三者認証ＧＡＰ取得に向けて必要な取組を説明しました。 

 個別相談会では、認証までの具体的な計画や、不安に感じている点につ

いて相談を受け、各専門担当職員がマンツーマンで対応しました。参加者からは｢団体認証に向けて必要なこ

とがわかった｣｢水稲での認証取得に取り組んでみたい｣との声がありました。 

 今年も農林事務所一丸となって、第三者認証ＧＡＰ取得支援や推進活動を進めてまいります。 

 
いわき農林事務所での取組 

 
第４回「おいしい ふくしま いただきます！キャンペーン」におけるPR 
■日 時：平成３０年２月４日（日）１０：００～ 

■場 所：マルト湯長谷店（いわき市常磐下湯長谷町道下１０） 

■主 催：県いわき農林事務所 

消費者へ県産農林水産物の美味しさや安全性を再認識していただき、風評払拭・消費拡大を図るためのキャンペーンで

す。テーマは「いちご」と「ネギ」で、今回はさらにGAP推進月間の取組としてGAPの説明も行います。JGAPを取得

したあかい菜園(株)のトマトも提供しますので、ぜひお越しください！ 

「第三者認証GAP取得に向けた個別相談会」の開催 
■日 時：平成３０年２月７日（水）１３：３０～１５：３０ 

■場 所：県いわき合同庁舎３階 第２会議室 

第三者認証 GAP 取得に向けた、普及指導員による個別相談会です。参加ご希望の方は、いわき農林事務所農業振興普

及部（TEL：0246-24-6161）までお問い合わせください。 

「平成２９年度第３回いわき地方ＧＡＰ推進協議会」の開催 
■日 時：平成３０年２月中旬以降 予定 

■場 所：県いわき合同庁舎内 

市場、小売、関係団体、関係機関が一体となり、生産から消費までの一連の流れにおけるＧＡＰの需要拡大、理解促進

を図ります。 

（研修の様子） 
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福島県いわき市の魅力を県内外に広く発信し、皆さ

んに『いわきファン』になっていただけるよう、SNS

を活用した情報発信を行っています。 

 Facebook と Instagram で、いわき市の素敵な風

景や美味しい食べ物、いわき管内の旬な農林水産物の

情報などを紹介していますので、ぜひご覧ください。 

いわき地方振興局公式 SNS 

“フラガールがうまれた

街”いわきを PR するため、

フラの衣装をまとった「フ

ラキビタン」として、いわ

き地方を中心に県内外で活

動中です！ 

 

いわき地方振興局 

キャラクター 

『フラキビタン』 

Face book ：https://www.facebook.com/Iwaki.hula.kibitan/ 

Instagram： https://www.instagram.com/iwaki_hula_kibitan/  または、いわきフラキビタンで検索！ 

 

東京都日本橋の福島県アンテナショップ「MIDETTE」において、いわきの魅力盛りだくさんのイベントを開催し

ます。いわきの”旬”の産品販売や美味しい食べ物の振る舞いのほか、復旧・復興が進むいわき市の”今”を知って

もらう展示やご当地キャラによる観光 PR などを予定しています。 

■日 時 平成３０年３月 ９日（金）11:00～19:45   ■会 場 日本橋ふくしま館 MIDETTE 

３月１０日（土）11:00～17:45   ■主 催 福島県（いわき地方振興局） 

３月１１日（日）11:00～17:45    

編集後記 

今月の編集も終了し、「あけましておめでとうございます。」と思っ

たら、１月も終わろうとしています。月日が経つのは本当に早いです

ね。 

 目次のラナンキュラスの花言葉は、「とても魅力的」だそうです。今

年は、より“魅力的な”ニュースになるよう、農業をはじめとした様々

な分野の方へのインタビューを頑張りたいと思います。 

先日はいわきにも雪が積もり、インフルエンザも流行する時期です

ので、皆様身体にはお気をつけてお過ごしください。 


